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Jtわ

現
在
は
そ
の
死
滅
期
に
あ
た
り
、
当

面
、
民
主
化
に
よ
る
覚
（
さ
ら
に
は

個
人
）
独
裁
体
制
の
解
体
、
官
僚
支

配
型
計
画
経
済
の
市
場
経
済
化
が
進

行
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
、
先
進

資
本
主
義
社
会
の
内
部
に
、
資
本
主

義
モ
デ
ル
・
民
族
主
義
に
代
る
モ
デ

ル
の
萌
芽
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
考

え
る
。た
と
え
ば
平
和
で
対
等
な
相
互
関

係
の
も
と
に
進
行
し
っ
つ
あ
る
E
C

（
さ
ら
に
は
欧
州
）
　
統
合
は
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
の
芽
を

学
ん
で
い
る
し
、
環
境
保
護
、
反
原

発
等
を
含
む
新
し
い
市
民
型
運
動
は
、

効
率
至
上
主
義
克
服
の
価
値
体
系
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
員
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
研
究
）

世
界
的
な
民
衆
連
合

武
藤
一
羊

世
界
資
本
主
義
が
、
環
境
と
の
非

和
解
性
を
露
呈
す
る
と
と
も
に
、
第

三
世
界
と
中
枢
と
い
う
人
類
社
会
の

大
分
裂
を
克
服
す
る
ど
こ
ろ
か
、
新

し
い
形
で
深
め
て
い
る
と
き
、
現
存

社
会
主
義
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
体

制
も
ま
た
、
崩
壊
過
程
に
は
い
っ
た
。

こ
の
双
方
の
ゆ
き
づ
ま
り
の
中
に
、

二
〇
世
紀
の
は
ら
ん
で
い
た
問
題
が

全
面
的
に
、
新
し
い
回
答
を
も
と
め

て
姿
を
あ
ら
わ
し
っ
つ
あ
る
の
だ
と

思
う
。そ
の
意
味
で
、
「
社
会
主
義
」
に

お
こ
り
つ
つ
あ
る
変
化
は
、
積
極
的

な
も
の
、
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
「
社
会
主
義
」
の
名
に
お
い
て
、

ダ
メ
な
制
度
、
死
ん
だ
思
想
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
試
み
は
け
っ
し
て
成

功
し
な
い
だ
ろ
う
。
ダ
メ
で
あ
る
こ

と
が
暴
露
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
社
会
主
義
に
等
置
さ
れ
て
き
た

「
共
産
党
シ
ス
テ
ム
」
　
と
い
う
ロ
シ

ア
革
命
の
産
物
と
し
て
の
歴
史
的
制

度
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
近
代
の

国
民
国
家
制
度
の
副
産
物
で
あ
っ
て
、

国
民
国
家
制
度
が
ダ
メ
に
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
の
　
「
社
会
主
義
」
版
で
あ

る。

世
界
的
な
民
衆
の
連
合
が
そ
れ
に

＼　、

対
置
さ
れ
る
。

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
代
表

国
際
問
題
評
論
）

高
次
の
共
同
性
と

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
」

後
藤
道
夫

既
存
社
会
主
義
の
急
速
な
　
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
化
」
の
歴
史
的
リ
ア
リ
テ
ィ

と
そ
の
解
放
的
意
義
は
明
白
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
怠
け
者
や
弱

者
に
と
っ
て
の
不
活
発
な
天
国
が
姿

を
消
す
こ
と
は
大
変
残
念
だ
と
も
感

じ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
大
量
の

「
過
労
死
」
を
生
み
、
弱
者
が
馬
鹿

に
し
つ
く
さ
れ
、
福
祉
国
家
の
経
験

す
ら
な
い
日
本
で
、
も
っ
と
話
題
に

な
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か。

こ
う
し
た
こ
と
を
歴
史
の
明
ら
か

な
進
歩
の
中
で
の
　
「
底
辺
の
グ
チ
」

に
し
な
い
た
め
に
は
、
既
存
社
会
主

義
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
」
と
先
進
資

本
主
義
国
で
す
で
に
日
常
的
に
希
求

さ
れ
て
い
る
高
次
の
共
同
性
の
再
建

と
の
間
に
、
思
想
的
、
実
践
的
に
橋

を
か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
国
家
に
保
障
さ
せ
る
平
等
と
権

利
と
い
う
感
覚
と
、
国
家
の
介
入
を

廃
し
て
社
会
規
模
の
縮
小
を
意
識
的

に
追
求
す
る
リ
ベ
ル
タ
リ
ア
ン
の
感

性
と
が
、
同
時
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
西
欧
で
の
い

わ
ば
「
サ
㍗
い
少
㌢
ン
・
ア
ブ
ナ
か

れ
た
福
祉
国
家
」
の
運
動
の
路
線
は
、

こ
の
点
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す。（
都
留
文
科
大
学
教
員
・
哲
学
、
技
術
論
）

過
渡
期
の
終
焉
と

正
統
性
の
危
機

岩
田
昌
征

社
会
主
義
の
現
在
を
過
渡
期
の
終

焉
と
見
る
。
私
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

過
渡
期
と
は
、
新
し
い
社
会
を
否
定

（
資
本
主
義
で
は
な
い
）
　
形
で
の
み

な
ら
ず
、
肯
定
（
A
で
あ
る
）
形
で

デ
ザ
イ
ン
し
、
制
度
化
し
、
現
実
化

す
る
試
行
錯
誤
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

社
会
主
義
の
構
造
と
機
能
に
か
ん
す


